
　もち米を地域おこしの中心にしようと
建設された「もちふるさと館」。ここでは
全国でも有名な小佐治のもちを、地域住
民が創意工夫をこらして、生産管理から
製品づくりまでを行っておられます。 
　お祝い用の紅白もちの製造工程を見
学させていただきました。皆さんの暖か
い心がおもちにも伝わっているようです。 

甲賀もちふるさと館・もち工房 
　昭和53年から神生活改善グループ女性たち
が転作田で収穫した大豆を使って作り始めた「鹿
深みそ」は、現在も地域を代表する特産加工品
となっています。 
　現在、鹿深みそと併せ、鉄砲漬け、スタミナ漬
けなどを6人のグループ員が作られています。 
　これからも伝統の味を守り続けてください。 

神みそ加工グループ 

　文化活動の重要拠点となっている甲賀匠の里では現在、陶芸、
フラワーアレンジメント、絵手紙、裏千家茶道などの教室を行って
います。ここでは様々な教室を通して、市民が健康で生きがいを
もって暮らし、交流のできる場所になっています。教室生の皆さ
んは活動発表の場として文化祭での発表や他団体との自主交流
など教室生自らが行っておられます。この日は茶道教室に参加さ
せていただき、ひとつひとつの作法に皆さんのおもてなしの気持
ちを感じました。 

甲賀匠の里教室事業「裏千家茶道教室」 

　りんご園には約800本のりんごの木が育っています。りんご園を通して家族や団
体の方々が自然を満喫できる農園をめざしておられます。15年前に始まったオー
ナー制度や地域の特産品生産者が連携し「うまいもんづくりネットワーク」を結成
され、地域の活性化に取り組まれています。 
　これからも鹿深りんごを全国に発信してください。 

鹿深りんご園 

　町が活気づくことをめざし始まった住民参加型の「ござれGO-SYU！」、
今年で7回を数え、会場には5千人もの方々が集いました。運営は
自主的にされ、これからの祭りのあるべき姿であると思います。こ
れからも若い力と熱い思いでこのすばらしい祭りを盛り上げていっ
てください。 NPO法人『ござれGO－SHU！』 

　開設1年を経過した支援センターにはかふか生涯学習館や図書館と併設されているた
め、様々な年齢層の方々が訪れ、交流ができる環境となっています。 
　育児やしつけ、友だちのことなどの相談や、手遊びや体操、絵本の読み聞かせなどを行っ
ています。 
　子どもたちの元気な姿に未来の甲賀市を思い描きました。 

甲賀子育て支援センター 

　昭和60年にスタートし、現在では75名の調理ボランティア、11名の
配食ボランティアがおられます。皆さんが心を込めて作った手作りの給
食には「楽しみに待っていましたよ。」「とてもおいしかったよ」などの多
数の声が届きます。 
　これからもよろしくお願いします。 
 

給食サービス 

お祝い用の紅白もちの製造工程を見学 

活気あふれるまちづくりへの思いが伝わりました 

原料の手配から仕込みまでもメンバーの手で行われます 

鹿深みそを使った様々な商品 

子どもたちだけでなく、保護者の方々の交流も深まります 

未来を担
う元気な

子どもた
ち 

お弁当づくりと生きがいについてお話をしました 

栽培には大変な苦労があると思います 

夏の一日を盛り上げる「ござれＧＯ―ＳＨＵ！」 

茶道教室の皆さんと一緒に 
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第3回 

　８月２３日（火）第３
回となる『市長ぐるっ
トーク』が甲賀町で
行われました。 

「甲賀町」 
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